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■日時：令和7年5月23日（金）13:30～14:30
■場所：山口河川国道事務所 第一会議室
■議事
（１）規約の改正
（２）令和6年度佐波川出水振り返り
（３）佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会に

ついて
（４）令和6年度の取組と令和7年度の取組予定
（５）今後のスケジュール（案）
（６）その他（情報共有）

■出席機関（7機関）
山口市、防府市、周南市、山口県土木建築部、
山口県総務部、下関地方気象台、山口河川国道事務所

■報道機関（2機関）
日本放送協会 山口放送局、㈱中建日報社

•令和7年度出水期に向けて、「第13回 佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会」を開催しました。
•令和6年度の出水における取組の効果や課題、各機関における令和6年度の取組状況と令和7年度の取組予定を共有し、佐波
川流域全体の安心・安全に繋げるため、ハード・ソフト対策を引き続き関係機関で連携して取り組むことを確認しました。

令和7年度出水期に向けて、減災対策の推進に向けた課題や取組状況を共有

【開催概要】 【令和6年度佐波川出水振り返り】

•令和6年度は、7月に2回、11月に1回、計3回大きな出水が発生した。特に、非出水期の11月1日から11月2日にかけて、山口
県においては、前線上を台風21号から変わった低気圧が東シナ海を東に進んだことにより、佐波川流域では堀雨量観測所
で総雨量217mm、11月としては1か月分の雨量の平均の3倍の雨量を観測、漆尾水位観測所では避難判断水位を超過。
•近年、気候変動の影響で雨量が増大している一方で、非出水期での豪雨にも注意が必要であることを確認。

協議会の様子

【令和6年度の取組と令和7年度の取組予定】

•令和6年度は、洪水に対してリスクの高い
区間を住民と共同点検、まるごとまちごと
ハザードマップの設置、総合防災情報シ
ステムと防災ポータルの運用を開始した。
•令和7年度は、引き続き総合防災システ
ム、防災ポータルを活用して迅速な災害
対応や適切な情報提供に取り組む。

•令和6年度は、防災必携「災害から命を守
る」の全戸配布、緊急告知防災ラジオの土
砂災害・津波災害警戒区域内世帯への無
償貸与、子ども防災士の養成等を実施し
た。
•令和7年度は、広域防災広場の整備、自
主防災組織の更なる強化、子ども防災士
の養成、津波浸水深表示等に取り組む。

•令和6年度は、防災専門員を中心とし
た出前トーク、統合型GISシステムの導
入及び「しゅうなんデジタルマップ」の公
開、防災ガイドブック「しゅうなん防災」
の配布、「赤ちゃんとママを守る防災
ノート」作成を行った。
•令和7年度は、災害情報システムの
バージョンアップ、市民へのLINEを活
用した情報周知等に取り組む。

山口市副市長

防府市長

周南市副市長

•令和6年度は、自主防災アドバイザーの
養成研修を実施した。
•令和7年度は、既存のアドバイザーを対
象とした、自主的な避難所運営をテーマ
としたスキルアップ研修を予定している。
こうした取り組みを引き続き行い、地域
防災力の向上に努める。

•線状降水帯の予測精度向上に向けて取
り組んでいる。
•令和6年度は、線状降水帯による大雨
の半日程度前からの呼びかけについて、
府県単位で発表することとした。
•令和7年度以降は、市町村単位での発
表、また、発生をお知らせする情報の
早期発表に向けて取り組む。
•防災気象情報の体系整理を行っており、
令和8年度から新たな運用を予定して
いる。

•令和6年度は、堤防整備や排水樋門工
事等のハード整備、水防連絡会、合同
巡視、排水作業の訓練、出前講座等の
ソフト対策に取り組んだ。
•令和7年度も、堤防整備、水防連絡会の
開催、学校の先生への説明等による防
災学習の推進を予定している。

山口県総務部理事
（危機管理担当）

下関地方気象台長

山口河川国道事務所長

•各委員より、令和6年度の取組と令和7年度の取組予定を説明。

【山口河川国道事務所長 記者への主なコメント】

・今回の協議会では、関係機関と顔の見える関係作り
ができたため非常に有効であった。

・令和7年度は、気候変動の
影響などもあり、いつ大雨
が降るかわからなくなって
いるので、市民が適切に避
難をできるように防災教育
をすすめていきたい。



第１３回 佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会 

議事概要 

 

 

１．開催日時・開催場所 

日時：令和 7年 5月 23日（金） 13:30～14:30 

場所：山口河川国道事務所 第一会議室  

 

２．出席者 

「出席者名簿」のとおり 

 

３．議事 

（１）規約の改正 

（２）令和 6年度佐波川出水振り返り 

（３）佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会について 

（４）令和 6年度の取組と令和 7年度の取組予定 

（５）今後のスケジュール（案） 

（６）その他（情報共有） 

 

４．議事概要 

・規約の改正について事務局から説明し、各委員より承認をいただいた。 

 

■委員からの意見等 

（山口市副市長） 

・令和 6年度は、洪水に対してリスクの高い区間について中国地方整備局、山口市

職員、徳地地域の住民と共同点検を行った。危険箇所の巡視、洪水情報の取得方

法を確認することで、関係機関と認識を共有するとともに、迅速な水防活動に向

けた情報共有を行った。 

・防災意識の普及・啓発を目的として、生活空間であるまちなかに水防災に関する

情報として佐波川が氾濫した場合の想定の浸水深を表示するまるごとまちごと

ハザードマップの取組を実施した。小中学校 3校と流域の公共施設 3箇所に合計

6箇所に表示看板を設置した。まちなかに表示看板を設置することで。日頃から

の防災意識の啓発を図るとともに、災害時における住民の主体的な避難行動の促

進に期待する。 



・住民自らが確実に避難できる取組の促進を目的として、昨年 5月から総合防災情

報システムと防災ポータルの運用を開始した。総合防災情報システムの導入によ

り被害等の情報共有や対応依頼等を一元管理することで、より迅速かつ効率的な

災害対応の実施が可能となる。防災ポータルの導入により、避難情報や避難所情

報等の防災に係る様々な情報の提供を行った。 

・今年度も引き続き、総合防災情報システム、防災ポータルを活用して迅速な災害

対応や適切な情報提供に取り組んでいく。 

 

（防府市長） 

・国・県・市が連携した浚渫の効果もあり、昨年度の大雨において氾濫のおそれが

なかった。国交省の皆様に感謝する。また、下関地方気象台においても様々な気

象情報の提供をいただき感謝する。 

・令和 6年度は、市民の皆様に徹底して命を守っていただくため、専門家に監修い

ただき作成した防災パンフレット「災害から命を守る」を全戸配布した。 

・また、緊急告知防災ラジオは、これまで 75 歳以上の高齢者がいる世帯に無償配

付していたが、これに加えて土砂災害警戒区域の約 3,000世帯、津波災害警戒区

域の約 2,000世帯にも無償貸与することとした。現在は、２万台を超える防災ラ

ジオを配付している。 

・防府市は公費で 500 人を超える防災士を養成しており、平成 30 年には防災士等

連絡協議会も設立された。 

・防災士等連絡協議会では、子どもたちの防災教育に力を入れておられ、令和 6年

度に本市が実施した「子ども防災士養成講座」とも連携した。 

・令和 7年度は、佐波川右岸の広域防災広場の整備、地域と一体となった防災力の

強化につながる自主防災組織の更なる強化、防災士等連絡協議会と連携した子ど

も防災士の養成、津波浸水深の表示等に取り組む。 

・また、能登半島地震を踏まえ、避難所環境の整備のため、国の交付金を活用し、

段ボールベッドを 1,200 床、パーテーションを 1,200 個配備し、災害に備える。 

 

（周南市副市長） 

・市民への防災教育の一環として、市内の団体を対象とした出前トークを継続して

実施している。令和 6年度は新たに職員として採用した防災専門員を中心に小学

校等の出前トークにおいて自宅付近の危険箇所や避難場所の確認等、より身近な

視点を取り入れた学習を行った。 

・令和 7年 4月からの運用開始を目指し、都市計画情報やハザードマップ情報を地

図上に重ね合わせる統合型 GISシステムの導入を進めた。これにより全職員が地

図上で情報を視覚的に分かりやすく閲覧することができる等、業務の効率化が図



れる。「しゅうなんデジタルマップ」として公開型とし、市民の皆様にもネット

等を通じて確認できる。今後は統合型 GISも活用しながら市の防災対策、市民の

防災意識の普及・啓発に努めていく。 

・自分がやれること、自分の命は自分で守るための対策を記載した防災ガイドブッ

ク「しゅうなん防災」を配布した。令和 6年度はこのガイドブックを活用して自

分自身がとる防災行動を家族と一緒に考えてもらうことを目的にタイムライン

の作成に重点を置いた命を守る防災知識の普及に取り組んだ。 

・能登半島地震に際に、妊婦や乳幼児のいる家庭の避難に課題があったことを受け、

妊婦やご自身、乳児を家族で守るための日頃からの備えや災害時の行動ポイント

をまとめた「赤ちゃんとママを守る防災ノート」を防災危機管理課の職員と保健

師等が母子手帳の大きさに合わせて作成した。 

・令和 7年度は現在運用中の災害情報システムを統合型 GISと連携させ、バージョ

ンアップをしていく。既存の災害情報システムでは、大量の情報に対してアナロ

グ的な対応を行ってきたが、地図情報を活用しながら一元化して職員間で情報共

有ができることになり、災害時の指揮系統の機能の強化や市民への的確な情報提

供が可能となる。 

・市民の皆様への周知としては、LINEを活用した周知等、様々な手法を計画してい

る。今後は、システムを活用して迅速、的確な災害対応に努めていく。 

 

（山口県総務部理事（危機管理担当）） 

・平成 25年度から自主防災アドバイザーの養成をしており、現在まで累計で約 760

名の方を自主防災アドバイザーとして委嘱している。アドバイザーの方には自主

防災組織において指導、助言等中心的に活動して頂くことを期待している。養成

研修は毎年度実施している。昨年度は基礎編の研修に 108名、実践編の研修に 66

名参加頂き、年齢層を見ると、高齢の方だけではなく、若い方も参加して頂き、

一番若い方で中学生の自主防災アドバイザーが誕生した。令和 7年度も引き続き、

養成研修を行う予定。さらに、アドバイザーとして既に委嘱した方を対象に、そ

の後のスキルアップを目的とした研修も実施しており、昨年度に引き続き今年度

も自主的な避難所運営をテーマとしたスキルアップ研修を行う予定。 

・県としてはこうした取り組みを引き続き行い、地域防災力の向上に努めていく。 

 

（下関地方気象台長） 

・線状降水帯の予測精度向上に向けて取り組んでいる。令和 6年度は、線状降水帯

による大雨の半日程度前からの呼びかけについて、九州北部地方や中国地方等の

地方予報区単位から、山口県や広島県、福岡県等の府県単位で発表することとし

た。最終的に、令和 11 年度には市町村単位、分布図形式で提供することを目指



している。 

・線状降水帯発生をお知らせする情報について、情報の発表を早めていく取組とし

て令和 5 年度には最大 30 分程度前倒しで線状降水帯の発生を伝えることとした

が、令和 8年度には 2、3時間前に発表することを目指している。 

・防災気象情報の体系整理を行っている。令和 4年度から有識者を交えて防災気象

情報の改善に関する検討会を立ち上げ、昨年 6月に最終とりまとめを行った。令

和 8年度出水期から新たな運用を開始する予定。今後報道機関や防災各機関等へ

は改めて丁寧な説明をしていく。 

 

（山口河川国道事務所長） 

・ハード整備として、佐波川本川の下流から随時整備を進めてきており、下流部は

概ね概成している。令和 6年度は、真尾地区で堤防整備、坂本川の排水樋門の工

事を行った。対岸の奈美地区の鈴屋の堤防整備も行っている。 

・水防活動が円滑に進むように水防連絡会を設置しており、昨年度は 5月の出水期

前に開催し、防災情報連絡系統や備蓄資材等の情報共有を行った。 

・水防連絡会の前には備蓄資材や重要水防箇所を合同で確認するため、合同での巡

視も行っている。今年度は巡視を既に行っており、水防連絡会は来週開催を予定

している。 

・実際に浸水が発生した場合に備えて、排水ポンプにより排水作業について毎年度

出水期前に操作訓練を行っている。操作訓練をして頂く会社として、災害応急対

策活動協力会社を毎年度募集しており、操作訓練は来週を予定している。 

・防災学習の推進として、防災士会、特に防府市と連携し小学生を対象に出前講座

を行っている。令和 7年度は先生方への説明等の活動を行い、広範囲に情報が広

がるように検討、調整を行っている。 

 

以上 
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規約の改正

資料1

- 1 -



改正後改正前

規約の改正内容

 「別表2」の幹事名について、山口市の組織改編に伴い修正。
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改正後改正前

規約の改正内容

 「別表2」の幹事名について、山口市の組織改編に伴い修正。
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改正後改正前

規約の改正内容

 「別表2」の幹事名について、山口市の組織改編に伴い修正。
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改正後改正前

 「別表2」の幹事名について、山口市の組織改編に伴い修正。

規約の改正内容

- 5 -



令和6年度の出水振り返り

資料2
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令和6年度の出水状況

 令和6年度、佐波川では、7月と11月の計3回、大きな出水が発生した。
 11月出水においては、非出水期にも関わらず漆尾水位観測所で避難判断水位（レベル3 高齢者等避難を求める段階）を超

え、11月としては1ヶ月分累加雨量の平均値の3倍に匹敵する異例の記録的な大雨となった

■漆尾水位観測所における年間最大水位の比較表

■漆尾水位観測所の状況

11月1日からの大雨における佐波川の出水状況

■浸水状況（内水） 11月出水時
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佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会について

資料3
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佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会の概要

 平成27年9月関東・東北豪雨を踏まえ、新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」として、全ての直轄河川とそ
の沿川市町村において、令和2年度を目途に水防災意識社会を再構築する取組を行うこととなりました。

 佐波川水系では、山口市、防府市、山口県、下関地方気象台、国土交通省（山口河川国道事務所）で構成す
る「佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会」を平成28年6月に設立し、「佐波川水系の減災に係る
取組方針」を策定し、減災のための目標（取組期間：平成28年度から令和2年度までの5年間）を共有して、ハ
ード・ソフト対策を一体的、計画的に推進してきました。

 5ヶ年目の令和2年度には周南市が新たに参画し「佐波川水系の減災に係る取組方針」の改定を行いました。

これまでの主な取組5年間で達成すべき目標

目標達成に向けた3本の柱

氾濫水が貯留する山間部や、氾濫水が広範囲に広がる平野
部の氾濫特性を踏まえ、発生しうる大規模水害に対し、「逃げ
遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を目指す。

目標の達成に向け、洪水を河川内で安全に流すハード対策に
加え、佐波川において以下の取組を実施する。

1. 迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取 組
2. 地域別の氾濫特性に応じた効果的な水防活動
3. 長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

■想定し得る最大規模の降雨による洪水浸水想定区域を構

成機関が共有し、避難情報等の判断基準・対象エリアの見
直しを含む広域避難の検討や避難路の確保・通行規制区
間の想定など、早期の住民の避難行動を可能にするため、
関係機関において連携したタイムラインを更新。

• ■迅速・確実な水防活動が行えるよう市庁舎等の浸水に備
えた業務継続計画の策定や構成機関による情報の共有
を推進。

• ■社会経済活動の早期再開、交通網途絶の影響の最小
化を図るため、氾濫水位を早期に低下させ、速やかに氾濫
水を排水するための排水計画を作成。
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第12回 佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会の概要

■日時 令和6年5月23日（木）14:00～14：50
■場所 山口河川国道事務所 第一会議室
■出席者 山口市、防府市、周南市、山口県、下関地方気象台、山口河川国道事務所

■議事内容
1．規約の改正
2．佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会について
3．令和5年度佐波川出水振り返り
4．令和5年度の取組と令和6年度の取組予定
5．今後のスケジュール（案）
6．その他

開催状況

■議事概要
 令和6年度出水期に向けて、「第12回 佐波川水系大規模氾濫に関する減災対策協議会」を開催しました。
 令和5年度の出水における取組の効果や課題、各機関における令和5年度の取組状況と令和6年度の取組

予定を共有し、佐波川流域全体の安心・安全に繋げるため、ハード・ソフト対策を引き続き関係機関で連携
して取り組むことを確認しました。
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令和5年6月30日からの大雨における効果・課題、今後の取組方針

 令和5年6月30日からの大雨では、佐波川漆尾水位観測所において、氾濫危険水位を超過する規模の出水
となりました。

 この出水を踏まえ、各機関の取組状況（取組による効果・課題）や、今後の取組方針をとりまとめて、第12回
協議会で共有しました。

• 今回の出水は平成21年7月出水と同規模の流量（速報値）だったが、河道掘削や支
川合流部の整備等により外水氾濫の防止、被害軽減をすることができた。

■洪水氾濫を未然に
防ぐ対策（ハード整備）

①迫り来る危機を
認識した的確な避
難行動のための取
組

• 早期注意情報等の気象情報発信により早い段階からの警戒呼び掛けを行った。
• 氾濫危険水位超過時に緊急速報メールを送信した。
• 避難所整備により、自主避難者の受け入れを行った。

■避難行動、水防活動
に資する基盤等の整備
（ハード整備）

• ハザードマップ等の活用による災害の備えを実施している住民が増加した。
• タイムラインを活用してタイムラインレベルの周知～避難情報発令を実施できた。
• 防災カメラ等を活用した災害対応を実施した。
• 防災カメラ情報（Pull型情報）へ一般住民が多数アクセスした。

■情報伝達、避難等に
関する取組

• 出前講座等を通じて住民の防災意識が向上したことにより避難者数が増加した。
• 川の防災情報により常時簡易型監視カメラの画像を提供した。

■防災学習の推進
及び防災知識の普及・
啓発

• 水防資機材情報の共有が図れており、水防資機材の情報共有により十分な水防体
制を取ることができた。

• 河川の水位上昇に合わせて洪水予報を実施した。

■水防活動の効率化
及び水防体制の強化

②地域別の氾濫特
性に応じた効果的
な水防活動

【効果】
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【課題】

・線状降水帯の予測の精度向上や対象地域の絞り込み

■避難行動、水防
活動に資する基盤
等の整備
（ハード整備）

①迫り来る危機を
認識した的確な
避難行動のための
取組

・内水ハザードマップの作成ができていない。
・簡易型河川カメラや防災監視カメラの画像から状況把握、共有し、人員対応を行うまでの迅速化が
必要である。

■情報伝達、避難
等に関する取組

・高リスク区間であっても、地域や環境によって住民の危機意識に差がみられる。

■防災学習の推進
及び防災知識の普
及・啓発

・水位予測に合わせて、迅速な洪水予報作業が可能となるよう技術力の向上・維持に努める。
・水位予測に柔軟に対応出来るよう継続的に訓練を実施し洪水予報への習熟を深める。
・防災情報の伝達に時間を要し、災害対応の行動の迅速化が必要。
・水防資機材の相互支援情報については、支援の種類、支援先、支援方法など不明。

■水防活動の効率
化及び水防体制の
強化

②地域別の氾濫特
性に応じた効果的
な水防活動

令和5年6月30日からの大雨における効果・課題、今後の取組方針
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【対応方針】

さらなる治水安全度向上につながる整備
■洪水氾濫を未然に防ぐ対策
（ハード整備）

①迫り来る危機を認識した
的確な避難行動のための
取組

カメラ画像から災害情報を確実に取得するための整備
■避難行動、水防活動に資す
る基盤等の整備（ハード整備）

内水ハザードマップを作成
（令和6年度は内水浸水想定区域図を作成（防府市））

■情報伝達、避難等に関する
取組

マイタイムライン作成、出前講座等による住民・事業者への防災意識
向上のための取組強化

■防災学習の推進及び防災
知識の普及・啓発

洪水予報に関する技術力の向上・維持
カメラ画像情報を活用した人的配置の迅速化
防災情報提供に向けたの伝達系統の見直し
水防資機材の相互支援方法の確立

■水防活動の効率化及び水
防体制の強化

②地域別の氾濫特性に応じ
た効果的な水防活動

令和5年6月30日からの大雨における効果・課題、今後の取組方針
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令和6年度の各機関の対応状況

 出水を踏まえて検討した取組方針に対して、令和6年度に各機関が実施した内容をとりまとめました。
 令和7年度以降も引き続き、各機関において各取組の推進をお願いいたします。

令和6年度の実施内容
対応方針取組項目

周南市防府市山口市

−−−●さらなる治水安全度向上につ
ながる整備

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策
（ハード整備）

①迫り来る危機を認識した
的確な避難行動のための
取組

−−−●カメラ画像から災害情報を確
実に取得するための整備

■避難行動、水防活動に資す
る基盤等の整備

（ハード整備）

−内水浸水想定区域図を作成中−
●内水ハザードマップを作成

（令和6年度は内水浸水想定区
域図を作成（防府市））

■情報伝達、避難等に関する
取組

出前講座において、マイタイムラ
インについて説明
※資料4参照

土砂災害警戒区域等に居住す
る住民へ防災講座を実施し、防
災意識の醸成を行った。
※資料4参照

漆尾地区及び二の宮地区にお
いて国・市・住民の共同点検を
開催
※資料4参照

●マイタイムライン作成、出前講
座等による住民・事業者への防
災意識向上のための取組強化

■防災学習の推進及び防災知
識の普及・啓発

−−−●洪水予報に関する技術力の向
上・維持

■水防活動の効率化及び水防
体制の強化

②地域別の氾濫特性に応
じた効果的な水防活動

出水対応時の状況把握、カメラ
画像を活用し、迅速に対応を実
施

避難情報発令判断として使用す
るほか、市ホームページで市民
へ情報提供を行っている。

出水対応時の状況把握にカメラ
画像を活用

●カメラ画像情報を活用した人
的配置の迅速化

庁内浸水対策会議において、伝
達系統を確認

避難情報について防災行政無
線や防災メールなど、発信媒体
の特性を考慮して見直しを実施

情報共有や対応依頼などの円
滑化を図るため、総合防災情報
システムの運用を開始
※資料4参照

●防災情報提供に向けた伝達系
統の見直し

−水防関係機関で随時共有情報
の更新を行った

佐波川合同巡視において、水防
関係機関で水防資機材の情報
を確認

●水防資機材の相互支援方法
の確立

-：減災に係る取組方針上、実施対象外の取組

- 14 -



令和6年度の実施内容
対応方針取組項目

山口河川国道事務所下関地方気象台山口県

真尾地区において以下の工事を
実施中
• 佐波川真尾地区築堤護岸工事
• 佐波川坂本川排水樋門工事
• ※資料4参照

−−●さらなる治水安全度向上につ
ながる整備

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策
（ハード整備）

①迫り来る危機を認識した
的確な避難行動のための
取組

より視認性の高いカメラへ更新し、
災害時の監視体制を整備

−−●カメラ画像から災害情報を確
実に取得するための整備

■避難行動、水防活動に資す
る基盤等の整備

（ハード整備）

−−−
●内水ハザードマップを作成

（令和6年度は内水浸水想定区
域図を作成（防府市））

■情報伝達、避難等に関する
取組

防府市内の小学校においてマイ
タイムライン作成講習会を開催
• ※資料4参照

−
自宅周辺の災害リスクや避難の
タイミングなどを記入する「避難
カード」を全ての小中学生に配布

●マイタイムライン作成、出前講
座等による住民・事業者への防
災意識向上のための取組強化

■防災学習の推進及び防災知
識の普及・啓発

出水期前の水防連絡会において、
洪水予報の伝達系統を確認

出水期前に洪水予報に関する職
員向け勉強会及び山口河川国
道事務所との対向演習を実施

−●洪水予報に関する技術力の向
上・維持

■水防活動の効率化及び水防
体制の強化

②地域別の氾濫特性に応
じた効果的な水防活動

出水対応時の状況把握や人的
配置にカメラ画像を活用し、迅速
に対応を実施

−−●カメラ画像情報を活用した人的
配置の迅速化

出水期前の水防連絡会において、水防警報や洪水予報の伝達系統を確認
●防災情報提供に向けた伝達系
統の見直し

出水期前の水防連絡会において、水防資機材の状況を水防関係機関で確認
●水防資機材の相互支援方法
の確立

-：減災に係る取組方針上、実施対象外の取組

令和6年度の各機関の対応状況
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令和6年度の取組と令和7年度の取組予定

資料4
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令和6年度までの取組状況

 これまで（H28～R6年度）の取組状況は以下の通り。

●：R6年度までに実施した取組、 ○ ：R7年度以降に着手予定の取組、 ● ：これまで対象外だったが、R6年度新たに実施した取組、 ：対象外

■　洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード整備）

1 堤防整備、河道掘削及び漏水対策 継続実施 ●

■　避難行動、水防活動に資する基盤等の整備（ハード整備）

4 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の精度向上 継続実施 ●

6 スマートフォン等によるプッシュ型の洪水情報発信 継続実施 ●

■　情報伝達、避難等に関する取組

12 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 継続実施 ● ● ●

13 訓練や防災教育等への洪水ハザードマップの活用 継続実施 ● ● ● ● ● ●

16 洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設への水位情報の提供等の検討・実施 継続実施 ● ● ●

17
洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設による避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支
援の実施

継続実施 ● ● ● ● 〇

18 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく広域避難の検討 継続実施 〇 〇 〇 〇

21 タイムラインの確実かつ効果的な運用（訓練、見直しの実施） 継続実施 ● ● ● ● ● ●

22 簡易型河川監視カメラや防災監視カメラ等を活用した避難に結びつく情報発信 継続実施 ● ● ●

23
洪水時の専門家（河川管理者等）による解説等、地域メディアとの連携による災害情報共
有の実施

継続実施 ● ●

■　防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発

24 教育機関と連携した防災学習の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ●

25 防災シンポジウム等の開催及び出前講座等による講習会の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ●

26 「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報活動の推進 継続実施 ● ●

27 自主防災アドバイザーの養成 継続実施 ●

28 洪水に対してリスクの高い区間の住民との共同点検 継続実施 ● ● ●

29 ダムの効果やダム操作について住民の理解を深めるための説明会の実施 継続実施 ● ●

30 小中学校における避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支援の実施 継続実施 ● ● ● ● ●

31 危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラ等の周知促進（SNS、メディア連携等） 継続実施 ●

32 住民自らが確実に避難できる取組（マイ・タイムラインや避難カード等）の促進 継続実施 ● ● ● ● ●

②地域別の氾濫特性に応じた効果的な水防活動

■　水防活動の効率化及び水防体制の強化

33 ＣＣＴＶ等によるわかりやすい情報の発信及び活用 継続実施 ● ● ● ●

34 Lアラートの活用による多様なメディアを通じた迅速・確実な防災情報の伝達 継続実施 ● ● ● ●

35 迅速な洪水予報を行うための訓練の実施 継続実施 ● ●

37 水防資機材の情報共有及び相互支援方法の確認 継続実施 ● ● ● ● ●

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

■　排水活動及び施設運用に関する取組

40 排水施設の情報共有、大規模な浸水を想定した排水計画に基づく訓練の実施 継続実施 ● ● 〇 〇

41 排水ポンプ車を用いた排水訓練の実施 継続実施 ●

取組項目
開始時期または

目標時期
山口市 防府市 周南市 山口県 下関地方気象台 中国地方整備局
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【山口市】

住民との共同点検の様子（R6年6月8日）

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

山口市、中国地方整備局合同で
実施：R6年6月8日実施済

山口市、
中国地方整備局

継続実施
洪水に対してリスクの高い区間の住民
との共同点検

佐波川の水害リスクへの理解を深めることを目的に、地域住民の方と合同で佐波川の危険箇所を確認し、佐波川の概要や洪水
情報の取得方法、逃げキッド（マイタイムライン検討ツール）等について情報提供を行った。
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発【山口市】

洪水ハザードマップの一層の周知を図るため、佐波川水系の小中学校及び流域の施設等に水防災にかかわる想定浸水深の標
示看板を設置した。

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

まるごとまちごとハザードマップ実施済山口市R6年度防災知識の普及・啓発

標識例及び設置後の写真を予定

No.2
旧出雲分団消防機庫

No.1
徳地文化ホール

No.5
中央小学校

No.4
徳地中学校

No.3
チャレンジ農場

No.6
島地小学校

想定浸水深の標示看板 設置場所

想定浸水深標示看板（例）

想定浸水深を示す⾼さに⻘線
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【山口市】

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

総合防災情報システム及び防災ポー
タルの運用開始

実施中山口市R6年度
住民自らが確実に避難できる取組（マ
イ・タイムラインや避難カード等）の促
進

被害等にかかる庁内での情報共有や対応依頼などの一元的な管理が可能となる総合防災情報システムの運用を開始し、迅速
かつ効率的な災害対応を実践できた。
あわせて、避難情報や避難所情報など、市の防災情報を集約した防災ポータルを開設し、市民に対して情報提供を行った。

※サンプルデータになります
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【防府市】

・特に命に直結する災害である土砂災害及び津波災害について、土砂災害警戒区域及
び津波災害警戒区域に居住する住民を対象に市から声掛けをするプッシュ型の防災講
座を実施した。
また、上記区域内の世帯を対象に緊急告知防災ラジオの無償貸与を行った。
・情報の入手方法や命を守る行動、災害時に開設する避難場所などの必要な情報を絞
り込んだ防災必携を作成し、全戸配布を行った。

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

土砂及び津波災害警戒区域居住者へ
早期の避難を促す出前講座の実施

実施済防府市R6年度~防災シンポジウム等の開催及び出前
講座等による講習会の実施

（防災必携） （緊急告知防災ラジオ）
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【防府市】

子どもたちに地震や地域に則した災害に対する知識や、危険から自らの命を守るための力を身に付ける防災教育を通じて、将来の地域防災の担い手を育成するこ
とを目的に、子ども防災士養成講座を実施。
3日間受講した子どもたちに「子ども防災士認定証」を交付

1 日時（全3回）
令和6年12月8日（日）10:00～16:00
令和6年12月21日（土）10:00～16:00
令和7年1月13日（月・祝）10:00～16:00

2 場所
1回目・2回目 防府市消防本部 3階講堂
3回目 防府市役所本館 8階文化センター

3 対象者
市内在住の小学4年生から6年生

4 認定証交付者 28人

5 主な講義内容
「気象・防災」に関する講義
「災害派遣活動」に関する講義
「救助活動」に関する講義
「災害対策」に関する講義

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

防府市子ども防災士養成講座実施済防府市R6年度教育機関と連携した防災学習の実施
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■情報伝達・避難等に関する取組【周南市】

周南市Web版ハザードマップ

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

小中学校を対象とした出前講座にお
いて、ハザードマップを活用した授業
を実施

継続中周南市継続実施
訓練や防災教育等への洪水ハザード
マップの活用

周南市ＨＰから閲覧することができます

小学校等の出前トークにおいて、Web版ハザードマップを活用した防災学習を行い、自宅や学校周辺の危険箇所の確認や避難
場所の確認等を実施した。

- 23 -



■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【周南市】

マイタイムラインのページ

しゅうなん防災

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

周南市防災ガイドブック「しゅうなん防
災」を活用した防災意識の啓発

継続中周南市継続実施
住民自らが確実に避難出来る取組（マ
イ・タイムラインや避難カード等）の促進

防災アドバイザーや市職員による出前トークにおいて、周南市防災ガイドブック「しゅうなん防災」を活用し、防災意識の啓発を
行った。
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発に関する取組【山口県】

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

研修の実施
※令和６年度：66人修了

実施済山口県継続実施自主防災アドバイザーの養成

令和6年度も引き続き「自主防災アドバイザー」の養成研修を実施。
令和7年2月には「自主防災アドバイザー」を対象としたスキルアップ研修を実施。
※「自主防災アドバイザー」は、養成研修を修了し、アドバイザーとしての活動を承諾された方に委嘱する。

【自主防災アドバイザー制度】
県で定めた研修を受け、防災に関する知識

と自主防災組織への指導・助言を行えるスキ
ルとノウハウを備えた方で、自主防災組織等
の活動促進に寄与する意欲を持つ方をアドバ
イザーに委嘱・登録し、自主防災組織等から
の依頼に基づき、各地域に派遣する制度。

自主防災アドバイザー養成研修（R６年10月）
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■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備【下関地方気象台】

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

線状降水帯の予測精度向上に
向けた取組

実施予定下関地方気象台継続実施
大雨警報（浸水害）・注意報、洪
水警報・注意報の精度向上

令和6年5⽉27⽇からは、線状降⽔帯による⼤⾬の可能性の半⽇程度前からの呼びかけを府県単位で実施。

国⺠ひとりひとりに危機感を伝え、防災対応につなげていく

「明るいうちから早めの避難」 ･･･ 段階的に対象地域を狭めていく

「迫りくる危険から直ちに避難」 ･･･ 段階的に情報の発表を早めていく

令和6(2024)年〜

府県単位で半⽇前から予測

令和11(2029)年〜

市町村単位で危険度の把
握が可能な危険度分布形
式の情報を半⽇前から提供

令和８(2026)年〜

2〜3時間前を⽬標に
発表

※具体的な情報発信のあり⽅や避難計画等への活⽤⽅法について、
情報の精度を踏まえつつ有識者等の意⾒を踏まえ検討

令和4(2022)年〜

広域で半⽇前から予測
(令和4年6⽉提供開始)

線状降水帯の雨域
を楕円で表示

令和3(2021)年
線状降⽔帯の発⽣を
お知らせする情報

(令和3年6⽉提供開始)

線状降⽔帯の⾬域を表⽰

次期静⽌
気象衛星
令和11年度
運⽤開始予定

令和6年度の新たな運⽤

線状降水帯による大雨の可能性をお伝え

令和５(2023)年〜

最⼤30分程度前倒しして発表
(令和5年5⽉提供開始)
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■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備【下関地方気象台】

具体的な取り組み内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

防災気象情報の体系整理実施予定下関地方気象台
令和8年度

出水期
大雨警報（浸水害）・注意報、洪
水警報・注意報の精度向上

 防災気象情報（大雨浸水、河川氾濫、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表。（例：レベル４大雨危険警報 等）
 情報と対応する防災行動との関係が明確に。（レベルの数字で、とるべき行動が分かる！）

住民が
取るべき行動

⾼潮
海⽔⾯の上昇や
⾼波による浸⽔

⼟砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

⼟⽯流

河川氾濫
１級河川などの
⼤きな河川の氾濫

⼤⾬浸⽔
低地の浸⽔や

⼩さな河川の氾濫

命の危険 直ちに安全確保︕レベル５
⾼潮特別警報

レベル５
⼟砂災害特別警報

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
⼤⾬特別警報５

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難︕＞

危険な場所から全員避難レベル４
⾼潮危険警報

レベル４
⼟砂災害危険警報

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
⼤⾬危険警報４

避難に時間を要する⼈は早めに避
難、避難の準備など

レベル３
⾼潮警報

レベル３
⼟砂災害警報

レベル３
氾濫警報

レベル３
⼤⾬警報３

避難⾏動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

レベル２
⾼潮注意報

レベル２
⼟砂災害注意報

レベル２
氾濫注意報

レベル２
⼤⾬注意報２

災害への⼼構えを⾼める早期注意情報１
※情報名称の最終決定は、法制度などとの関係も踏まえ、気象庁・国⼟交通省が⾏う

新しい防災気象情報の情報体系とその名称
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■洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード整備）【中国地方整備局】

具体的な取組内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

真尾地区堤防整備事業実施中中国地方整備局継続実施堤防整備、河道掘削及び漏水対策

真尾地区の堤防整備事業を推進。
・佐波川真尾地区築堤護岸工事
・佐波川坂本川排水樋門工事

佐波川

真尾地区堤防整備事業の様子

坂本川

築堤護岸 築堤護岸

排水樋門

佐波川

佐波川
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■水防活動の効率化及び水防体制の強化【中国地方整備局】

具体的な取組内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

水防関係機関で実施：R6年5月30日
水防団、山口市、防府市、中国地方整備局
合同で実施：R6年5月12日、R6年5月18日

実施済
山口市、防府市、
周南市、山口県、
中国地方整備局

継続実施
水防資機材の情報共有及び相互支援
方法の確認

水防連絡会を開催し防災情報に関する情報を共有及び相互支援方法の確認を実施した。
水防団（消防団）の方々と合同で、危険箇所や重要水防箇所の巡視や水防倉庫の確認を行い、水防情報を共有した。

山口市水防団との合同巡視（R6年5月12日）

■防災情報に関する説明
・防災情報について
・近年の水災害の状況
・重要水防箇所について
・災害対策用機械配備状況について
・備蓄資材の保有状況について
■佐波川合同巡視
・重要水防箇所の確認
・備蓄資材の保有状況の確認等

配布資料（備蓄資材の状況）
防府市水防団との合同巡視（R6年5月18日）

佐波川水防連絡会（R6年5月30日）
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■排水活動及び施設運用に関する取組【中国地方整備局】

具体的な取組内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

排水ポンプ車訓練実施
R6年5月28日実施済中国地方整備局継続実施

排水ポンプ車を用いた排水訓練の
実施

令和6年度も引き続き災害応急対策活動協定会社を対象に、河川及び道路の災害復旧を迅速に行うため、山口河川国道事務所
が保有する排水ポンプ車、照明車の操作訓練を実施（R6年5月28日）。

災害対策用機械等操作訓練の実施（R6年5月28日）
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■防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発【中国地方整備局】

具体的な取組内容現状（R7.3末時点）取組機関開始・目標時期取組項目

防災学習の出前講座を実施
R6年12月5日、12日実施

実施済協議会全体継続実施教育機関と連携した防災学習の実施

防災士会と連携し、小学校を対象に防災学習の一環として、佐波川版“逃げキッド”を用いた出前講座を実施。

松崎小学校で出前講座（R6年12月5、12日）
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令和7年度の取組予定

 令和7年度の取組予定は以下の通り。

●：R6年度までに実施した取組、 ○ ：R7年度以降に着手予定の取組 ：対象外

H28～R6年度 R7年度 H28～R6年度 R7年度 H28～R6年度 R7年度 H28～R6年度 R7年度 H28～R6年度 R7年度 H28～R6年度 R7年度

①迫り来る危機を認識した的確な避難行動のための取組

■　洪水氾濫を未然に防ぐ対策（ハード整備）

1 堤防整備、河道掘削及び漏水対策 継続実施 ● ●

■　避難行動、水防活動に資する基盤等の整備（ハード整備）

4 大雨警報（浸水害）・注意報、洪水警報・注意報の精度向上 継続実施 ● ●

6 スマートフォン等によるプッシュ型の洪水情報発信 継続実施 ● ●

■　情報伝達、避難等に関する取組

12 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知 継続実施 ● ● ● ● ● ●

13 訓練や防災教育等への洪水ハザードマップの活用 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

16 洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設への水位情報の提供等の検討・実施 継続実施 ● ● ● ● ● ●

17
洪水浸水想定区域内の要配慮者利用施設による避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支
援の実施

継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇

18 想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域図に基づく広域避難の検討 継続実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 タイムラインの確実かつ効果的な運用（訓練、見直しの実施） 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22 簡易型河川監視カメラや防災監視カメラ等を活用した避難に結びつく情報発信 継続実施 ● ● ● ● ● ●

23
洪水時の専門家（河川管理者等）による解説等、地域メディアとの連携による災害情報共
有の実施

継続実施 ● ● ● ●

■　防災学習の推進及び防災知識の普及・啓発

24 教育機関と連携した防災学習の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

25 防災シンポジウム等の開催及び出前講座等による講習会の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

26 「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報活動の推進 継続実施 ● ● ● ●

27 自主防災アドバイザーの養成 継続実施 ● ●

28 洪水に対してリスクの高い区間の住民との共同点検 継続実施 ● ● ● ● ● ●

29 ダムの効果やダム操作について住民の理解を深めるための説明会の実施 継続実施 ● ● ● ●

30 小中学校における避難確保計画作成及び避難訓練に向けた支援の実施 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラ等の周知促進（SNS、メディア連携等） 継続実施 ● ●

32 住民自らが確実に避難できる取組（マイ・タイムラインや避難カード等）の促進 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②地域別の氾濫特性に応じた効果的な水防活動

■　水防活動の効率化及び水防体制の強化

33 ＣＣＴＶ等によるわかりやすい情報の発信及び活用 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ●

34 Lアラートの活用による多様なメディアを通じた迅速・確実な防災情報の伝達 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ●

35 迅速な洪水予報を行うための訓練の実施 継続実施 ● ● ● ●

37 水防資機材の情報共有及び相互支援方法の確認 継続実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③長期化する浸水を一日も早く解消するための排水対策

■　排水活動及び施設運用に関する取組

40 排水施設の情報共有、大規模な浸水を想定した排水計画に基づく訓練の実施 継続実施 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇

41 排水ポンプ車を用いた排水訓練の実施 継続実施 ● ●

取組項目
開始時期または

目標時期

山口市 防府市 周南市 山口県 下関地方気象台 中国地方整備局
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今後のスケジュール（案）

資料5
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・・・5月4月3月2月
R８
1月12月11月10月9月8月7月6月5月

R７
4月

台風期梅雨期

R７年度協議会(5/23)

～継続的な取組～

幹事会

取組の推進

今後のスケジュール（案）

※現時点の予定であり、変更する可能性があります

佐波川出水期（6/1～9/30）
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その他（情報共有）

資料6
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水災害リスクコミュニケーションポータルサイト
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